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§１．研究成果の概要 

簡便で高スループット測定が可能なトリチウム（T）分析システムの実現に向けて、対象分子を

HTO、波長帯を 2μm と選定し、HTO の分光を行う前段階として、分布帰還型半導体レーザーを

用いた 2.0 µm 帯 CRDS プロトタイプシステムを構築した。これにより、T 分析用 2.2μm 帯 CRDS

システムのベースとなるシステムを構築できた。また、CRDS による代謝物分析のために試料導入

法の開発を実施した。光フィードバック量子カスケードレーザーを用いた 14C-CRDS システムにて、

14C 分析における定量性を示すことができた。 

レーザー共鳴励起イオン化による放射性核種の分離・核偏極の実現に向け、グラファイト原子源

を構築し、それを用いた Cs 共鳴イオン化分光を確認することができた。半導体レーザーで直接励

起された Ti:Sapphire レーザーの開発も進め、基本波で約 0.5W を得るとともに、注入同期型

Ti:Sapphire レーザーのマスターレーザーとして適用できることを示した。本光源による Am や Cm

の高分解能共鳴イオン化分光実験の準備に着手した。 
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